
今冬（2019年度冬季)の需給見通し（2019年7月現在）

１２月 １月 ２月 ３月

需要（厳寒Ｈ１）［万ｋＷ］ ５１９ ５４２ ５４２ ４８２

供給力 ［万ｋＷ］ ６０４ ６２８ ６３０ ５９５

供給予備力 ［万ｋＷ］ ８５ ８６ ８９ １１３

供給予備率 ［％］ １６．３ １５．９ １６．４ ２３．４

￭ 需要見通しは、過去１０ヵ年で最も厳寒であった２０１８年度並みの気象影響を反映した

結果、昨冬並みの５４２万ｋＷ（１・２月）と想定しました。

￭ 北海道エリアの需要および供給力見通しに基づく今冬の需給見通しは、下表のとおりです。

最も需給が厳しい１月においても、供給予備率は１５．９％程度となり、電力の安定供給

に必要な最低限の予備率３％以上を確保できる見通しです。
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大規模な計画外停止発生時の状況（2019年7月現在）

￭ 大規模な計画外停止（１５４万ｋＷ※1）が発生した場合においても、北本連系設備からの

受電と小売電気事業者の通告調整契約※2を織り込むことで、電力の安定供給に必要な最低

限の予備率３％以上を確保できる見通しです。

※1 苫東厚真発電所１・２・４号機の供給力相当［送電端］

※2 万一の需給ひっ迫が発生もしくは見込まれる場合に要請により電気の使用を抑制する契約

１２月 １月 ２月 ３月

需要（厳寒Ｈ１）［万ｋＷ］ ５１９ ５４２ ５４２ ４８２

供給予備力 ［万ｋＷ］ ２０ ２１ ２３ １８

供給予備率 ［％］ ３．８ ３．９ ４．３ ３，６

１月の例


